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臨界現象は次元 d,内部自由度 N,′ptentialrangeu に依存するので,その依存性を
導く目的で Brezin等によって用いられた 0-2のmodelを一般化 して,二次相転移に
対 してN成分 tealfieldやuの Lagrangian








renormalizedquantities m2(T), g.(T),g2(T),甲を使って, relevantpara
一m｡t｡r [(温度 T);(温度 Tと｡｡nOrdering fieldを)]を考慮して,前者と後者の場合
G(M,T)- G｡(T)+⊥ -2(T)M2+忘 gl(T)M4+-･一 2!
G(M,T,含)-G｡(T,g)+i -2(T,g)M2+÷ gl(T,a)M42! 1+五g2(T,g^)M6+･･
の形で得られる.ここにM-<甲>. これらの式に於て･･･-･の部分を無視 して各式の最
高次の係数を正に取るとGは前者では, A と B ;後者では C ,
D と E の場合が存在するo二次相転移ではm2(Tc)-0によりTcが,
三重臨界点の相転移ではgl(T.,含)-Oとm2(T.,i)-oによりTtと乱 が決る｡
臨界現象では, correlationlengthが主役を演 じ,転移点で- になる事実に対して






















































































V 十0(E3) , V封 ,(a)12¢(言)+¢(刀
上で, α ≠ 2
(N+2)(N+4)
12(3N 十 22)2
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